
  
 

 

 

 

 

 

 

木曽地域の事業者と森林・木工教育機関の学生チームで学び、アイディアを出し合

い、新しい地域の木を使ったプロダクトを作り上げる実践スクール型のプロジェクトを

開始します。（令和６年度木曽地域材製品 DIYキット開発事業／県民参加型予算） 

今回、このプロジェクトに参加いただける事業者向けの説明会を開催します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和６年９月２日（月） 午後４時から６時まで 

２ 場 所  木曽合同庁舎 401・402会議室 

３ 参加者  木曽地域で木製品を製造している事業者等 

４ 内 容 (1)  事業概要説明 

(2) 講演会「プロダクト開発とは」 

講師：中島弘敬 氏（NOUS PROJECTS代表） 

            佐藤 界 氏（デザイナー・ＦＵＬＬＳＷＩＮＧ） 

(3) 意見交換等 

５ その他  プロジェクトに参加する学生等は別途募集します 

長野県木曽地域振興局プレスリリース  令和６年（2024年）８月30日 

 木曽谷・伊那谷フォレストバレー関連事業 

「木曽 木のモノ プロジェクト 事業者向け説明会」を開催します 

（問合せ先） 

担 当 木曽地域振興局 林務課 鈴木、田中、高山 

電 話  0264-25-2225（直通） 

0264-24-2211（代表） 内線2424 

F A X  0264-23-3235 

E-mail  kisochi-rimmu@pref.nagano.lg.jp 
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事業者向け説明会

　地域の事業者と木曽の森林・木工教育機関 
(木曽青峰高校・林業大学校・上松技術専門校) 
の学生のチームで学び、アイディアを出し合い 
新しい地域の木を使ったプロダクトを作り上げる 
実践スクール型プロジェクトです。 
テーマオーナーは、プロジェクト期間を通して 
自社の技術や素材を活かした自社商品を開発し 
最終発表会や展示でPRすることができます。

2024

2025

「商品を伝える」「商品を伝える」
・商品を撮る 
・写真撮影会
・商品を撮る 
・写真撮影会

1月下旬1月下旬10月19・20日10月19・20日
9月23日9月23日 11月10日11月10日

1月上旬1月上旬
３月上旬３月上旬

「コンセプトのつくり方」
・コンセプトってどうつくる？ 
・どの魅力をどう伝えるか？

「コンセプトのつくり方」
・コンセプトってどうつくる？ 
・どの魅力をどう伝えるか？

「アイディアの発想法」「アイディアの発想法」
・アイディアの発想方法 
・アイディアの意味を考える
・アイディアの発想方法 
・アイディアの意味を考える

・プロダクトの前(森)と後(市場) 
・どうやってビジネスにするか？
・プロダクトの前(森)と後(市場) 
・どうやってビジネスにするか？

「新しい森と事業」「新しい森と事業」 最終発表＠東京最終発表＠東京
・プレゼンテーション／商談会 
・企業説明会／移住相談
・プレゼンテーション／商談会 
・企業説明会／移住相談

「プロダクトと地域」「プロダクトと地域」
・地域のプロダクトがあると 
・ものづくりと地域づくり
・地域のプロダクトがあると 
・ものづくりと地域づくり

事業の流れ

令和６年度 
木曽谷・伊那谷フォレストバレー関連事業

主催：長野県 木曽地域振興局林務課（TEL：0264-25-2225）

中間発表中間発表
・試作品展示 
・アドバイザーによる講評
・試作品展示 
・アドバイザーによる講評

①木材の高付加価値化 
商品の開発・試作

②木質空間づくり 
DIYキットの開発事業分野

9月2日 (月) 
16:00~18:00 

木曽合同庁舎401・402会議室 佐藤 界佐藤 界
デザイナー：FULLSWINGデザイナー：FULLSWING

中島 弘敬中島 弘敬
NOUS PROJECTS 代表NOUS PROJECTS 代表

「プロダクト開発とは」「プロダクト開発とは」

プロダクト開発とはどのようなものか。 
自社で商品を持つことの意味や、 

協働で商品の開発をすることのメリットを 
上松技術専門校OBのソファブランドの 
事例を通じてお話しいただきます。

事業内容

上松技術専門校OB上松技術専門校OB

自社商品開発をしたい 
事業者を募集します！

プロダクト開発とはどのようなものか。 
自社で商品を持つことの意味や、 

協働で商品の開発をすることのメリットを 
上松技術専門校OBのソファブランドの 
事例を通じてお話しいただきます。

　地域の事業者と木曽の森林・木工教育機関 
(木曽青峰高校・林業大学校・上松技術専門校) 
の学生のチームで学び、アイディアを出し合い 
新しい地域の木を使ったプロダクトを作り上げる 
実践スクール型プロジェクトです。 
テーマオーナーは、プロジェクト期間を通して 
自社の技術や素材を活かした自社商品を開発し 
最終発表会や展示でPRすることができます。


